
© ASAHI LOGI LTD. All rights reserved.

ロジメーター ユーザー会資料

1

2025年7月9日

アサヒロジ株式会社



2© ASAHI LOGI LTD. All rights reserved.

目次

1. アサヒロジについて 3

2.ロジメーター導入の経緯 6

3.ロジメーター導入の結果 11

4.今後の活用について 15



3© ASAHI LOGI LTD. All rights reserved.

１．アサヒロジについて

アサヒロジ株式会社
本社住所 ： 東京都墨田区吾妻橋1丁目23番1号
設立 ： 2006年(平成18年)1月1日
代表取締役社長 児玉 徹夫
資本金 ： 80百万円
売上高 ： 1,002憶円 (2024年12月期)
従業員数：約2,200名（協力会社除く）

私たちアサヒロジグループは、一人ひとりが主役となり
知恵と工夫によって、お客様の期待を超えるサービスを提供し
安心で便利な社会づくりに貢献します

アサヒグループジャパン株式会社

ASAHI GROUP JAPAN, LTD.
本社所在地：東京都墨田区吾妻橋1丁目23番1号
設立：2022年（令和4年）1月1日
代表取締役社長 CEO 濱田 賢司

アサヒロジグループ：エービーカーゴ株式会社
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オセアニア

東南アジア

その他

・
・
・

アサヒビール

アサヒ飲料

アサヒグループ食品

長期ビジョン：

日本：地域統括会社

●アサヒロジについて



4© ASAHI LOGI LTD. All rights reserved.

１．アサヒロジについて

北海道・東北支社

北海道支店
福島支店
仙台倉庫
宇都宮支店
米里営業所

茨城支店
 群馬支店
 北関東支店
 柏支店
★栃木支店

➢ 東日本幹線センター

関東支社

富士宮支店
品川支店
東京西支店
埼玉支店
川崎営業所

★墨田支店
★横浜支店
★平塚支店
★厚木支店

東京支社
名古屋支社

近畿圏支社

 博多支店
 佐賀支店   
 門司支店
鹿児島営業所

★アイランドシティ福岡支店
★福岡空港倉庫
★祥和大分出張所

西日本支社

 新潟営業所
 八戸営業所
 弘前出張所
★仙台支店
★郡山倉庫

★松戸支店
★千葉北支店
★かすみがうら支店
★館林営業所
★常総営業所

新宿営業所
 西多摩営業所
 富士吉田出張所
★松本営業所
★平和島支店

★小牧西支店
★名南支店
★笠寺営業所
★西川原営業所

名古屋支店
 北陸支店

 金沢営業所
★小牧支店

吹田支店
 六甲出張所
 早島営業所
 里庄出張所
 明石支店
 岡山支店
 京都TC
★南吹田支店
★住之江支店
★南港支店

➢ 西日本幹線センター

★高槻支店
★南茨木支店
★滋賀支店
★神戸支店
★四国支店
★広島支店
★彦根出張所
★みなと出張所
★泉佐野出張所
★広島営業所

主要物流拠点：69拠点（幹線センター、通関事務所は除外）

★ 一般外販拠点：35拠点

➢ 幹線センター ：2拠点（茨城／大阪）

➢ 通関事務所  ：2拠点（東京／大阪）

●主要物流拠点について
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１．アサヒロジについて

1 全国輸配送

２ 倉庫・保管

３ 流通加工

４ ３PL事業

５ 国際物流通関

６
セールス
プロモーション

アサヒロジ株式会社
ホームページ

「3分でわかるアサヒロジ」

アサヒロジ

動画にて弊社の事業内容を
ご紹介しています。

PDF版では画像をクリックすると、
弊社HP「3分でわかるアサヒロジ」を視聴いただけます

●事業内容について

https://www.alogi.co.jp/company/#understand
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●生産課
※ＡＬ：６９名
※派遣・協力会社４社：５０名

●物流課
※ＡＬ：５６名
※派遣・協力会社８社：８８名

●吹田支店について

２．ロジメーター導入の経緯
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２．ロジメーター導入の経緯

システム導入を検討するにあたり、吹田支店での現在の状況を確認し、業務上の課題を洗い出しました。

●作業人数について

生産
AL生産課：69名

協力会社A：43名

派遣会社B：5名

派遣会社C：1名

派遣会社D：1名

計119名

AL物流課：56名

協力会社A：12名

協力会社B：11名

協力会社C：17名

協力会社D：6名計144名

協力会社E：12名

協力会社F：16名

協力会社G：9名

派遣会社H：5名

物流

263名
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２．ロジメーター導入の経緯

①①①①手書きで日報記入

業
務
フ
ロ
ー

現場作業員

AL社員

②Excelに転記 ③ ダブルチェック

①

①作業員が手書きで日報を記入 ⇒ ②手書きの日報をExcelに転記 ⇒ ③転記した内容のダブルチェック

と実施する中で、特に『手書きのため読みづらい』、『1日200人分の日報の転記』、『ダブルチェック』に
工数が発生している点が課題となっていました。

② ③

課
題 ①！手書きのため読みづらい ①！Excel転記に工数がかかる ①！ダブルチェックに工数がかかる

200名分/1日
2名体制で6時間
(1名@3時間）

請求・支払データの元になる
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２．ロジメーター導入の経緯

先述した課題の部分について、システムで作業時間のデータを取得＆ダウンロードすることにより、
現状の業務フローによる課題を解消出来るか検証を実施しました。

作業時間のデータ取得の可否、正確さの確認

取得した作業時間データが手書きの日報に代わりになるか

T
o

-B
e

手
作
業

シ
ス
テ
ム

①システムに作業時間登録
②作業時間のデータ抽出

A
s
-Is

手
作
業

シ
ス
テ
ム

②Excelに転記&ダブルチェック

① ②

！手書きのため読みづらい

！1日200人前後の日報をExcelに転記するのに時間がかかる

！ダブルチェックに時間がかかる

！課題！

！検証ポイント！

①手書きで日報記入

作業時間取得システム
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２．ロジメーター導入の経緯
●実際に取得したデータのロジメーターでの確認画面
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３．ロジメーター導入の結果

運用開始前：作業時間６時間 運用開始後：作業時間１時間 ※５時間の作業時間短縮

※請求・支払共にデータに問題無し！

●ロジメーターにて取得したデータを活用し、請求・支払の業務を実施

●ロジメーターにて取得したデータを活用した、作業日報に関する作業の所要時間
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３．ロジメーター導入の結果

取得したデータを活用した分析機能

当初の目的である「作業時間データの取得」以外にも、
活用できそうな機能があることが確認出来ました。

作業日報の業務改善中に出た課題＆その他の活用できそうな機能および活用方法

活用できる機能 活用方法

柔軟なマスタ設定が可能

・荷主別生産性の可視化

・作業状況の可視化

・売上管理、予実管理

他拠点への横展開

※導入・運用を行っていく中で出た課題について
・作業時間は正確に取れているが、マスタの設定により作業時間にズレが生じる
⇒ マスタ等の設定見直しにより対応が可能
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３．ロジメーター導入の結果

現状単価

実績値

2025年
設定 リフト 手作業

樽整備 8.0本/人時 1 8 268.46

樽選別 180本/人時 2 2 13.09

樽洗浄 25本/人時 1 5 84.78

ロジメーターによる

実績からのKPI値

作業項目 設定ＫＰＩ
人員数

個建単価 備考

リフト 手作業

作業１ 7.8本/人時 1 8 256.3

作業２ 178本/人時 2 2 12.89

作業３ 25本/人時 1 5 72.49

ロジメーターによる

実績からのKPI値

作業項目 設定ＫＰＩ
人員数

個建単価 備考

●とある３つの作業における生産性データ（KPI取得に伴う単価改定）

荷主試算のKPI値
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３．ロジメーター導入の結果

設定KPI

実績

設定KPIを上回ったのは1日のみ

設定KPIを上回った実績は無し

設定KPIとの乖離幅が大きい

作業１

作業２

作業３

➢ 設定KPIは9.4本/人時、実状は1日MAX8.1本/人
時の実績で、夏場は熱中症対策の為、7.4本/人時と
していた。結果、通常時は目標としている6％の利益
確保が出来ず、夏場はマイナス収支となっている状
態であった。

➢ 新たにFL作業動線にフェンスが設置されたことによ
り、リフトマン1名増員となった。増員分は原価に盛り
込んだが、移動時間を加味していないKPI設定と
なっていたことが判明した。

➢ KPI設定値と乖離幅が大きいのは、作業内容が2種
類あり其々KPIが異なっているためである。平均す
るとKPI設定値に問題はない状態を確認出来た。ま
た、作業人員が減ることで、人時生産性が低下するこ
とが分かった。

●各作業における日々の状況をグラフで確認
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４．今後の活用について
●他拠点への横展開＆拠点毎での数値の比較
●部署毎の採算状況の確認、配置人員が適正かの確認
●諸経費を反映させ、社内での採算速報算出に必要な情報が収集可能かを検証
●ロジボード、ロジスコープの活用
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